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Ⅰ 事 業 報 告 

 

１ 事業概要 

令和２年度の日本経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大が企業活動や個人消費
の動向等に深刻な打撃を与え、雇用情勢も厳しい状況となった。一方、同年下期には各種経済政策
の効果や海外経済の急速な改善を背景に、日本経済にも持ち直しの動きが見られるようになった。
令和２年を通じて見ると、経済指標は総じて低水準で推移している。 

埼玉県内においても、新型コロナウイルス感染症の影響で企業の生産活動が急速に悪化し、個人
消費や雇用状況も弱い動きとなり、経済活動は感染症拡大前の水準を下回る状態が続いている。 

このような中、当公社は、新型コロナウイルス感染症の影響で厳しい経営環境にある中小企業に
対し、経営相談を行うとともに、新しい生活様式にいち早く対応するため、オンラインを活用した
展示商談会や研修・セミナー事業を実施した。また、今後の成長が期待される産業の振興、ＡＩ・
ＩｏＴの導入促進等による企業の生産性向上支援など、中小企業の発展と県内産業全体の活性化に
資する様々な事業の展開に努めた。 

 

 
令和２年度に実施した主な取組の概要は以下のとおりである。 

 
（１）企業支援 

経営革新に取り組む県内中小企業・小規模事業者から寄せられる幅広い分野の経営相談に対
応するとともに専門性の高い分野である事業承継、事業継続力強化計画策定、高度人材（プロ
フェッショナル人材）採用等の支援を行った。また、中小企業のＳＤＧｓ経営を推進するため
にセミナーを実施した。 

 
（２）創業・ベンチャー支援 

創業予定者や新規創業者を対象とした相談業務や、各ステージに合わせた創業セミナーを開 
催するとともに、ベンチャー企業の成長を促進するため伴走支援事業やビジネスマッチング等
を実施した。また、県内の条件不利地域（過疎法、山村振興法対象エリア）における起業を創
出するため埼玉県起業支援金事務局を運営した。 

 
（３）販路開拓支援 

① 取引振興 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、初のオンライン展示会や非対面式による商談会を

導入し、広域的な販路開拓・受発注取引拡大の機会創出を図るとともに、取引マッチングコー
ディネーターや職員が企業訪問等を通じて収集した受発注取引に係る企業ニーズに基づくビ
ジネスマッチングにより、受注企業の取引拡大を支援した。 

② 海外ビジネス展開支援 
    企業訪問等により県内中小企業の海外展開ニーズを把握するとともに、日本貿易振興機構（ジ

ェトロ）埼玉貿易情報センター（以下、「ジェトロ埼玉」という。）と連携し企業の実情に合わ
せた支援を行った。海外への渡航が制限される中、現地機関と連携しオンラインによる商談や、
現地でのテストマーケティングを支援した。 

 
（４）新産業振興 
  ① 先端産業支援 
    「医療・ヘルスケア」、「新エネルギー」、「ロボット」、「先端素材」、「航空・宇宙」などの先

端産業に取り組む企業を支援するための総合相談窓口を開設するとともに、各分野のプロジェ
クト等を実施することで実用化・製品化開発を支援した。 

② 中小企業ＡＩ・ＩｏＴ活用支援 
県内中小企業がＡＩ、ＩｏＴを活用して生産効率化などに取り組むための総合相談を実施し

た。また、ＡＩ、ＩｏＴ活用の普及・啓発を図るためのセミナーやＡＩ・ＩｏＴに関する人材
育成をはじめとしたＡＩ・ＩｏＴ人材育成講座を開催するとともに、導入促進を目的にＡＩ・



ＩｏＴ・ロボットを活用して生産性向上や付加価値向上につなげる仕組みを構築するための経
費の一部を補助した。 

③ 産学連携支援 
県内中小企業やベンチャー企業の研究開発と大学や研究機関等の研究分野をマッチングさせ

るため、相談窓口を開設するとともに、競争的研究資金の獲得を支援するなど、産学連携によ
る研究開発を総合的に支援した。 

④ 知的財産支援 
  県内中小企業等の知的財産の創造・保護・活用を促進するため、ワンストップで知的財産に

関する相談に対応するとともに、弁理士等の専門家を企業に派遣し、個別課題の解決を支援し
た。また、知的財産に関する啓発や知財力の向上を目的としたセミナーやワークショップなど
を実施した。 

⑤ 次世代サプライヤー競争力強化支援 
  県内の自動車関連企業に対し、次世代自動車の技術研究や既存自動車の高効率化、軽量化に

向けた技術開発、製造現場の改善、国内外の自動車メーカー等への販路拡大などを総合的に支
援した。 

 
（５）人材育成・情報支援 

各階層別の研修や実務的な研修を総合的・体系的に実施し、県内中小企業の人材育成を支援
した。新型コロナウイルスの感染拡大により、徹底した感染防止対策を行った一方で、新たに
受講ニーズに対応したＷＥＢ研修を実施した。また、情報誌やセミナーなどを通じて企業経営
に役立つ情報を幅広く提供するとともに、ＩＣＴコンサルティング等を実施して中小企業にお
けるＩＣＴの有効活用を支援・促進した。 

 
 
２ 評議員会開催状況 

日  付 事  項 摘  要 

令和 2年 4月 1日 第１回評議員会 理事の選任 

令和 2年 6月 8日 第２回評議員会 
令和元年度事業報告及び決算並びに 

理事及び監事の選任 

 

 

３ 理事会等開催状況 

日  付 事  項 摘  要 

令和 2年 4月 1日 第１回理事会 理事長及び専務理事の選定 

令和 2年 5月18日 監事監査 令和元年度事業報告及び決算報告の監査 

令和 2年 5月22日 第２回理事会 令和元年度事業報告及び決算等 

令和 2年 6月 8日 第３回理事会 理事長及び専務理事の選定 

令和 2年11月11日 第４回理事会 令和２年度事業中間報告等 

令和 3年 3月12日 第５回理事会 
令和３年度事業計画及び予算、令和３年度事業費の借

入限度額等 

 

 

 



４ 役員の異動状況 

  就  任 

役 職 名 氏  名 就 任 年 月 日 備  考 

理 事 長 神 田 文 男 令和２年 ４月 １日  

専務理事 堀 口 幸 生 令和２年 ４月 １日  

理  事 坂 井 貴 文 令和２年 ４月 １日  

理  事 井 上 裕 子 令和２年 ６月 ８日  

 

退  任 

役 職 名 氏  名 退 任 年 月 日 備  考 

理 事 長 織 田 秀 明 令和２年 ４月 １日  

専務理事 前 沢 幸 男 令和２年 ４月 １日  

理  事 山 口 宏 樹 令和２年 ４月 １日  

理  事 二ノ宮 紀 子 令和２年 ６月 ８日  

 



Ⅱ 事 業 実 施 状 況 
 

 

１ 企業支援 
 
（１）経営支援 

① 経営相談の実施  

     職員等による窓口相談、弁護士による法律相談を実施した。 

相談件数 主な相談内容 

１，６４４件 

経営全般（下記以外を含む）      ７３４件 

取引適正化              ３１６件 

事業承継              ２３６件 

ＢＣＰ               １３２件 

ＩＳＯ                ５９件 

ＩＴ活用               ５４件 

経営革新計画             ４３件 

技術                 ３９件 

法律                 ３１件 

 

② 支援専門家の派遣 

  ア 専門家派遣を行うため、支援専門家の登録を実施した。 

支援専門家の登録者数 内  訳 

８４１人 

（令和３年３月末現在） 

 

＊複数資格保有者がいるため、

登録者数と内訳の合計は一致

しない。 

中小企業診断士           ３１７人 

 企業等ＯＢ人材           ３０６人 

技術士                    ６２人 

マネジメントシステム専門家      ５５人 

ＩＴ関係専門家            ５４人 

公認会計士・税理士          ４７人 

社会保険労務士            ４５人  

弁護士・司法書士・弁理士       ３２人 

販売士                ２５人 

一級建築士               ２人 

 

イ 経営、技術などに関する課題を解決するため、支援専門家を活用して診断助言を実施した。 

（ア）アドバイザーの配置  ３名 

（イ）支援企業数、派遣日数等 

支援企業数 派遣日数 主な支援テーマ 

１７社 ５５日 

・経営幹部候補者の総合的スキルアップ 

・コーチング技法習得による製造現場の活性化 

・在庫管理システムの構築 

 

ウ 経済産業省関東経済産業局で実施している「地域プラットフォーム事業ミラサポ」の専門家

派遣を活用して、経営革新に取り組む中小企業に対して診断助言を実施した。 

支援企業数 派遣日数 主な支援テーマ 

２６社 ６２日 
・食品工場における品質向上のための工程改善  

・エディブルフラワー（食用花）の商品化  

・ＩＴを活用した経営管理（ペーパーレス化）の検討 

  



③ 中小企業三大課題集中取組事業 

  県内中小企業の重要課題である「事業承継」「省力化・省人化」「外国人人材活用」の専門的知 

見を有するアドバイザーが課題解決を支援した。 

 

  ア アドバイザーの配置                     ３名 

  イ 診断、課題整理                     ２７５件 

  ウ 課題解決                        １１３件 

  エ オンラインセミナー（１回） 

開 催 日 テーマ 講  師 参加者数 

３月１日～ 
３１日 

＜配信期間＞ 

｢事業承継｣｢省力化･省人化｣
｢外国人人材活用｣ 
 の経営課題を専門アドバイ
ザーが解決します! 

 

 

三大課題 各担当アドバイザー ５２人 

 

④ ＳＤＧｓ経営推進事業 

    県内中小企業のＳＤＧｓ経営を推進するため、具体的な事例や取り組み方を紹介するセミナー 

を実施した。 

 

  ア スタートアップセミナー（１回） 

開 催 日 テーマ 講  師 参加者数 

 ９月２８日 

ニューノーマル時代の 

ＳＤＧｓの取組 

 

 

取組事例紹介 

 

学校法人先端教育機構  

ＳＤＧｓ総研 

主任研究員 白田範史 氏 

 

（株）恒電社 

 代表取締役 恒石隆顕 氏 

７８人 

 

  イ テーマ別セミナー（４回） 

開 催 日 テーマ 講  師 参加者数 

１０月２２日 人材に関するＳＤＧｓの実践 

公益財団法人地球環境戦略研究機関 

持続可能性ガバナンスセンター 

主任研究員 天沼伸恵 氏 

２０人 

１１月１８日 
市場環境の変化を踏まえた 

ＳＤＧｓの実践 

（株）オウルズコンサルティンググ

ループ 

代表取締役 CEO 羽生田慶介氏 

２３人 

１２月 ４日 
パートナーシップで実現する

ＳＤＧｓの実践 

東京都市大学 

教授 佐藤真久氏 
１８人 

１月２１日 
ＳＤＧｓの取組の進め方、 

推進体制 

学校法人先端教育機構  

ＳＤＧｓ総研 

主任研究員 白田範史 氏 

２９人 

 

⑤ マネジメントシステム導入支援 

ア マネジメントシステム導入支援 

ＩＳＯ等のマネジメントシステムを構築しようとする中小企業へのコンサルティングを実施

した。 

 



事 業 名 実  績 概  要 

ＩＳＯ等マネジメントシステム導入支援 ６社 

派遣回数        ３８回 

＜支援先内訳＞ 

ISO9001             ５社 

JISQ9100            １社 

ＩＳＯフォローアップ支援は、実績なし。 

 

イ ＢＣＰ導入支援 

災害等の発生時における迅速な復旧と事業継続を目的に、中小企業における事業継続計画（Ｂ 

ＣＰ）の普及啓発及び策定支援を実施した。 

事 業 名 実  績 概  要 

ＢＣＰ導入支援 ４社 

派遣回数         １６回 

＜支援先内訳＞ 

中小企業庁版ＢＣＰ（基本） ３社 

中小企業庁版ＢＣＰ（中級） １社 

 

ウ ＢＣＰフォローアップ支援 

既存のＢＣＰについて見直し等を希望する中小企業へフォローアップ支援を実施した。 

事 業 名 実  績 概  要 

ＢＣＰフォローアップ支援 １社 派遣回数          １回 

 

エ レジリエンス認証導入支援 

レジリエンス認証を導入しようとする中小企業へのコンサルティングを実施した。 

事 業 名 実  績 概  要 

レジリエンス認証導入支援 １社 派遣回数          ５回 

 

⑥ 若手経営者支援【フォース２１】 
経営トップとしての資質の向上、人的ネットワークづくりや情報収集体制の構築等を支援す

るため、県内中小企業の後継者・若手経営者の交流組織「フォース２１」を運営し、定例会及

びグループ例会を開催した。（令和３年３月末現在９グループ、１１５名） 

内  容 実  績 

定例会 

グループ例会 
１回 

３１回 
※新型コロナウイルス感染症の影響により、すべてオンラインでの実施。 

 

⑦ 経営診断等事業  

       中小企業診断士資格を有する公社職員を活用し、川口市及び戸田市から中小企業の経営診断等 

を受託した。 

事 業 名 実  績 概  要 

 起業相談会 

 地域貢献診断 

 新技術診断 

１２回 

８件 

１件 

相談件数   １６件 

  企業数     ８社 

  企業数     １社 

   ※新技術診断のみ戸田市の受託事業。 

 

 

 

 



⑧ よろず支援拠点事業 
県内中小企業・小規模事業者の経営支援体制をさらに強化するため、国の中小企業・小規模 

事業者ワンストップ総合支援事業を受託し、埼玉県内の「よろず支援拠点」の実施機関として、 

総合的・先進的経営支援を実施した。 

 

ア チーフコーディネーター、コーディネーターの配置     ２７名 

イ よろず支援拠点相談対応件数           １５，２８０件 

ウ よろず支援拠点課題解決件数            ２，１５３件 

 
⑨ 中小企業高度人材支援事業（プロフェッショナル人材戦略拠点） 

高度人材（プロフェッショナル人材）の活用を通じて、県内中小企業が新たな取組に積極的

に挑む「攻めの経営」に転換し、経営革新を進められるよう、プロフェッショナル人材戦略拠点

を運営し、人材のマッチングをサポートした。 

 

ア マネージャーの配置        ６名 

イ 相談件数           ２５１件 

  ウ マッチング成約件数       ６３件 

  エ オンラインセミナー（２回） 

開 催 日 テーマ 講  師 参加者数 

１月８日～ 
２月８日 

＜配信期間＞ 

今、注目される副業・兼業
の活用策を探る 

パーソルキャリア（株） 
i-common統括部 小早川一博 氏 

１９４人 

３月１１日 
中小企業のデジタル化のポ
イントと実行ノウハウ 

ＪＯＩＮＳ（株） 
代表取締役    猪尾愛隆 氏 

 ６０人 

 

⑩ サービス産業事業者ＩＣＴ・ＡＩ活用支援 

サービス産業事業者のＩＣＴ導入を推進するため、ＩＣＴの具体的な導入方法や活用事例等

を紹介するセミナーを開催し、個別相談に対応した。 

 

ア コーディネーターの配置      ３名 

イ 相談件数           １３７件 

ウ セミナー（８回） 

開 催 日 テーマ 講  師 参加者数 

①１１月１３日 
② １月１９日 
③ １月２０日 
④ １月２１日 
⑤ １月２５日 

キャッシュレス決済導入セ
ミナー 

ＩＣＴ活用コーディネーター 

①１５人 

②１６人 

③１６人 

④ ８人 

⑤１６人 

⑥１１月２４日 
なるべくお金をかけない！
飲食店をＩＴ化するための
勉強会 

ＩＣＴ活用コーディネーター  ９人 

⑦１２月 ８日 
経営指導員向けＩＣＴ活用
研修 

ＩＣＴ活用コーディネーター １８人 

⑧ ２月 ２日 
コロナ禍を乗り越える！ 
飲食業向け経営改善セミナ
ー（オンライン） 

中小企業基盤整備機構関東本部 

中小企業支援アドバイザー 
古川忠彦 氏 

４６人 



⑪ 事業継続力強化計画策定支援事業（９月補正） 

感染症対策を含む事業継続力強化計画の普及を図るため、セミナーの開催や計画策定支援を実

施した。 

ア オンラインセミナー（２回） 

開 催 日 テーマ 講  師 参加者数 

①１２月１７日 
② ２月１５日 

感染症対策を含んだ「事業
継続力強化計画策定オンラ
インセミナー」 

アイショウコンサルティングＬＬＣ 
代表社員 村田成巳 氏 

①３７人 

②１７人 

 

イ 事業継続力強化計画策定支援     ２８社 

 

 

２ 創業・ベンチャー支援 
 

創業予定者や新規創業者、ベンチャー企業の成長を支援するために「創業・ベンチャー支援セン

ター埼玉」を運営し、利用者の各ステージに合わせた様々な相談業務を行った。 

また、創業に必要な知識を体系的に学ぶためのセミナーやベンチャー企業の成長を促進するため

にビジネスマッチングを実施した。 

 

① 創業相談支援 

創業前、創業時、創業後の相談者の各ステージの課題解決を図るため、経験豊富な開業アドバ

イザー（９人）などを配置して相談に対応するとともに、より専門的な相談に対しては、司法書

士や税理士等の士業団体との連携による専門相談会を実施した。 

ア 相談件数 

 実  績 

相談件数 
３，５６９件 

（うち 専門相談 ２３件  女性創業相談１，８２５件） 

 

イ 公的融資申請支援件数 

内  容 申請受付件数 

埼玉県制度資金  ６件 

日本政策金融公庫 ３１件 

 

ウ 創業件数 

 実  績 

創業件数 ２３６件 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１：相談内容区分  図２：創業者の業種区分 



② セミナー等の開催 
創業までの心構えから創業後のマーケティング等まで、創業の各ステージに合わせたセミナー

等を開催した。 

内  容 開 催 日 参加者数 

ＨＰ・ＳＮＳマーケティングセミナー（超入門編） 

① ５月３０日 

② ９月１９日 

③ １月３０日 

３３人 

２０人 

４４人 

起業準備セミナー（入門編） 

① ６月 ６日 

② ９月 ５日 

③ １月１６日 

３２人 

２１人 

２４人 

起業準備セミナー（ビジネスプラン作成編） 

① ６月２７日 

②１０月 ３日 

③ ２月２０日 

１８人 

１８人 

３３人 

ＨＰ・ＳＮＳマーケティングセミナー（活用編） 

① ７月 ４日 

②１０月１７日 

③ ３月 ６日 

１７人 

２６人 

４６人 

はじめての営業セミナー 
① ７月１１日 

②１２月１９日 

１５人 

１４人 

起業へ一歩前進セミナーin戸田   ７月１５日 １８人 

起業実務手引きセミナー 

① ７月１８日 

②１１月 ７日 

③ ３月２７日 

２２人 

２４人 

２０人 

起業実務手引きセミナーin戸田   １月１３日 ２１人 

はじめての経理セミナー 
 ① ８月 ８日 

 ②１１月２７日 

２２人 

２７人 

副業からはじめる起業セミナー 
① ８月１９日 

② １月１３日 

２４人 

２０人 

はじめての雇用セミナー 
① ８月２６日 

② ２月 ６日 

１５人 

３４人 

成功・失敗事例に学ぶ経営ノウハウセミナー 
① ９月１０日 

② ３月１３日 

２５人 

２８人 

副業からはじめる起業セミナーin鴻巣 ９月１２日 ２１人 

埼玉OVER50起業塾 
① ９月１２日 

② ９月２６日 

４２人 

３６人 

副業からはじめる起業セミナーin小川 ９月２５日 １３人 

シニアのための起業はじめ方セミナーin羽生  １０月 ８日 １９人 

シニアのための起業入門セミナー １０月１７日 ２１人 

副業からはじめる起業セミナーin大宮図書館 １０月２４日 １８人 

 



内  容 開 催 日 参加者数 

シニア OVER50在宅ワークセミナー １０月３１日 ５４人 

副業からはじめる起業セミナーin白岡 １１月１２日 ２０人 

シニア起業事例発表会 １１月２９日 １５８人 

起業へ一歩前進セミナー １２月 ７日 ３１人 

はじめての確定申告セミナー １２月１２日 １９人 

在宅ワークセミナー ２月１３日 ２９人 

コロナ禍に負けない創業事例発表会 ３月 ３日 ４９人 

体験から学ぶ創業セミナー ３月１５日 ３０人 

計 ４２回 １，２２１人 

 
③ 女性の創業支援 
ア 女性起業支援施設の運営 

「女性起業支援ルームＣＯＣＯオフィス」を管理・運営し、アドバイザー（２名）により利

用者からの相談に対応するとともに実践的なセミナーを開催した。 

（ア）利用者数            ３０名（令和３年３月３１日現在） 

（イ）相談件数            ９５件（女性創業相談に含む） 

（ウ）ＣＯＣＯセミナー等        ５回 参加者数 ７４名 

 

イ 女性創業支援チームの運営 

女性創業支援アドバイザー（３名）などを配置し、女性のビジネスの立ち上げ時から成長期

までの創業相談などに対応した。 

 

ウ 女性創業スタートアップ塾 

開 催 日 延べ参加者数 会  場 

９月１０日～１０月２９日 

（５日間） 
８８人 新都心ビジネス交流プラザ 

１月 ９日～ ２月２７日 

（５日間） 
８９人 オンライン 

 

エ 市町村等連携女性プチ起業セミナー 

市町村 開 催 日 参加者数 会  場 

川口市 １２月１６日 ２５人 オンライン 

上尾市 １月２７日 ２３人 オンライン 

熊谷市 ３月 ９日 １６人 オンライン 

 
 



オ 女性ビジネスプランコンテストの開催 

  ロールモデルの輩出を通じて女性起業家の成長を促進するため、国内外で活躍する女性起 

業家を掘り起こし表彰するビジネスプランコンテストを実施した。 

開 催 日 事業名 聴講者数 会  場 

９月１１日 
SAITAMA Smile Women ピッチ 

応募者限定セミナー  
 １７人 オンライン 

１１月２９日 

SAITAMA Smile Women 

ピッチ 2020 

（公開プレゼンテーション６社） 

６２３人 

大宮ソニックシティ 

第一展示場 及び 

オンライン 

 
④ ベンチャー成長支援 
ア 彩の国ベンチャーマーケットの開催 

資金調達や販路開拓、事業提携などの課題を抱えるベンチャー企業を対象に、ベンチャーキ

ャピタルや金融機関、大手企業、行政機関等との出会いの場を設け、ビジネスマッチングを図

った。 

開催日 事 業 名 支援企業数 来場者数 

１月８日～ 

２月８日 
彩の国ベンチャーマーケット ５社 １，３８５人 

 

イ ベンチャー支援セミナーの開催 

独創的なビジネスモデルや経営戦略を実践している起業家や経営者を講師に迎えたセミナ

ーを開催した。 

開催日 内  容 参加者数 備  考 

２月１日 

【論語と算盤塾】 

「デジタルを活用した企業経営の最前

線！」～働きやすい職場が企業を成長

させる～ 

講師：株式会社システムインテグレータ

   代表取締役社長 梅田弘之氏 

６６人 

会場：オンライン 

共催：新都心ビジネス 

交流プラザ運営 

協議会 

 
ウ 伴走支援事業の実施 

スポーツ関連領域でビジネスアイデアの事業化や事業拡大を目指すスタートアップ企業１０ 

社を支援するため、県内に本拠地を構えるプロスポーツクラブ（越谷アルファーズ）の協力を

得て伴走支援事業を実施した。 

 
⑤ 起業支援金埼玉県事務局運営 
  県内の条件不利地域（過疎法、山村振興法対象エリア）における起業を創出するため、対象地 

域９市町村（秩父市、飯能市、本庄市、ときがわ町、横瀬町、皆野町、小鹿野町、東秩父村、神 

川町）で社会課題を解決する起業をした者に対し起業支援金を交付した。 

 

ア 交付件数               １３件 

イ 交付額           １９，１８９千円 

 
⑥ 創業補助金埼玉県事務局運営 

国の平成２４年度及び平成２５年度補正予算により創設された創業補助金の地域事務局を運営し

た。 

 



３ 販路開拓支援 
 
（１）取引振興 

① 販路開拓支援 
中小企業の受注拡大・販路開拓を図るため、加工技術や製品等を幅広くＰＲする「彩の国ビジ

ネスアリーナ」を初のオンライン展示会として実施した。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、これまで対面形式で行ってきた商談会につい

ては、非対面形式にシフトし、取引拡大の機会創出を図った。 

 

ア 商談会の開催等 

事 業 名 実  績 

オンライン 

彩の国ビジネスアリーナ 

１月８日～２月８日（オンライン開催） 

出展数 ４２８企業・団体 

来場者 ２８，１１２人 

広域商談会 

関東５県ビジネスマッチング商談会 

１１月２日～１１月３０日（非対面形式） 

  発注企業 ８０社／受注企業 １９３社うち県内５５社 

商談件数 ２３８件 

九都県市合同商談会 

  ２月１５日～２６日（非対面形式） 

  発注企業 ９４社／受注企業 ２３６社うち県内６７社 

  商談件数 ３４２件 

展示会出展支援 

機械要素技術展（カタログ展示及びオンライン商談） 

２月３日～５日 幕張メッセ 

出展企業 １２社  商談件数 ５０５件 

地域別商談会 

川口市受発注企業商談会 

１１月１３日 埼玉県産業技術総合センター 

   発注企業 ８社／受注企業 ２４社 

商談件数 ４４件 

埼玉県ものづくり企業応援ビジネスマッチング 

  １１月１６日～２７日（非対面形式） 

発注企業 ３０社／受注企業 ９５社 

商談件数 ４１８件 

※当初計画した西部地域ミニ商談会、上尾版ビジネス商談会、 

東部地域ビジネスマッチングフェアについては、新型コロナ 

ウイルス感染拡大防止の観点から開催中止となった。 

 

イ 取引あっせん件数及びあっせん結果                   （単位：件） 

あ っ せ ん 件 数 あ っ せ ん 結 果 

本年度 
前年度から

の繰越分 
合  計 成  立 不成立 折衝中 合  計 

２，６０５ １，２２３ ３，８２８ １０７ １，５３５ ２，１８６ ３，８２８ 

 

② 取引マッチングの推進 
取引マッチングコーディネーターを配置し、企業訪問等を通じて、発注案件の開拓、受注ニー

ズの把握、商談会等開催後及びあっせん後のフォローアップ等を行うことで受注企業の取引拡大

を支援した。 



訪問企業数 １１２社（発注企業９１社／受注企業２１社) 

発注案件数 ８０件 

 

③ 受発注情報の収集・発信 
受発注企業の巡回訪問を通じて受発注取引に係る企業ニーズを収集するとともに、発注企業の

外注計画や受注企業の設備状況等に関する調査を実施した。 

 

ア 受発注企業巡回訪問 

職員が受発注企業を巡回訪問し、発注案件の開拓及び受注ニーズの把握により受注企業の取

引拡大を支援した。 

訪問企業数 １１７社（発注企業３３社／受注企業８４社） 

 

イ 調査情報提供 

取引あっせんを行うための基礎情報として、主要発注登録企業における外注計画等の動向を

把握するための調査や、受注登録企業における最新の事業概要・保有設備等の実態を把握する

ための調査を行った。 

事業名 概要 実施回数 

新規外注計画調査 

発注登録企業を対象として外注計画の動向等を調査 

第１回 ６月１０日～２５日 

    調査対象企業 ９０３社   

    回答企業 １３２社（回答率１４．６％） 

    うち新規開拓取組あり８６社（６５．２％） 

第２回 ２月１日～１６日 

    調査対象企業 ９０６社 

    回答企業 １４１社（回答率１５．６％） 

    うち新規開拓取組あり８８社（６２．４％） 

２回 

受注登録企業設備調査 

受注登録企業を対象として保有設備等の実態を調査 

１２月１日～１１日 

調査対象企業 ９５８社 

回答企業 ２６４社（回答率２７．６％） 

１回 

 

ウ 企業情報の発信 

広域的な受発注取引の促進を図るため、情報発信を希望する受注登録企業の情報を公社ホー

ムページに掲載した。 

掲載数 ８２４社 

 

④ 取引に関する相談 

ア 下請かけこみ寺相談 

中小企業が抱える取引上の様々な相談に対応し、下請取引の適正化を図った。 

主な相談概要 買いたたき、代金の支払い遅延 ほか 

相談件数 ３１５件 

 

 

 

 



（２）海外ビジネス展開支援 
① 海外ビジネス展開の支援 

ア 海外ビジネス展開ニーズの掘り起こし                      １８４件 

県内企業の国際ビジネス展開に関する様々なニーズを掘り起こし、職員等が海外展開に関す

る相談に対応した。また、相談内容に応じジェトロ埼玉と連携して課題解決を図った。 

 

イ 「新型コロナウイルス感染症の海外ビジネスへの影響に関する緊急調査」の実施  １回 

埼玉県、ジェトロ埼玉との３者連携により、コロナ禍における企業の海外ビジネスの動向等

を調査した。 

 

ウ 国際情勢勉強会等の実施 

県内中小企業の国際競争力の向上を図るため、最新の国際情勢やテーマ毎の情報提供を行っ

た。 

（ア）国際情勢勉強会                   ９回 ４４３名 

   愛知淑徳大学真田教授を講師に迎え、国際情勢勉強会を実施した。県内企業の国際競争力 

の強化、経営のアドバイス、参加者同士のネットワーク構築を図った。 

（イ）フランスにおける埼玉県産食品テスト販売事業勉強会  ３回   ５１名 

（ウ）国際ビジネス講演会                 １回  ９０名 

   講 師：愛知淑徳大学 教授 真田幸光 氏  

   テーマ：コロナ禍における世界・アジア・日本経済の現状と見通し 

 
② 海外展示会等への出展支援 

今後も経済成長が見込まれるアセアン等新興国におけるビジネス展開を支援するととも
に、成長が期待される分野の販路拡大を支援した。 

 
ア FBC ハノイ 2020 ものづくり商談会 

  期  間：１０月２８日～２９日 

場  所：ベトナム(ハノイ) 

参加企業：４社、商談件数：３６件 

 

イ セボン・ル・ジャポン商談会２０２１ 

期  間：２月６日～８日 

場  所：フランス（パリ） 

参加企業：１５社、商談件数：２３８件 
 

③ 海外企業等の招聘 
「オンライン彩の国ビジネスアリーナ」において、グローバルページを設置し、海外での販路

拡大を目指す企業のＰＲを支援した。 

  ア グローバルゾーンページ作成 

期  間：１月８日～２月８日 

出展企業：県内中小企業情報の英訳支援企業     １０社 
           英語字幕動画掲載企業の出展招待企業   ９社 
          ジェトロ埼玉の出展招待             １団体 
 
 

 

 



４ 新産業振興 
 
（１）先端産業支援 

先端産業に関する総合相談や開発動向等の紹介を行う「先端産業支援センター埼玉」を運営す
るとともに、医療・ヘルスケア、新エネルギー、ロボット、先端素材、航空・宇宙の各重点分野
のプロジェクトを実施することで、先端産業分野に取り組む企業を総合的に支援した。 

 
① 先端産業支援センター埼玉の運営 

「先端産業支援センター埼玉」にコーディネータを配置し、技術指導、企業マッチング、補助 

金の活用などの総合相談を実施するとともに、「埼玉県先端産業創造プロジェクト」の取組状況

や開発動向等を紹介する展示コーナーを運営した。 

 

ア 相談件数          ２，４３５件 

 
 ② 医療・ヘルスケアプロジェクト推進事業 
   県内ものづくり企業と医療機器メーカー、病院、大学等と連携しながら医療現場のニーズに即

した新たな医療機器等の開発や医療機器産業への参入を目指す企業を支援した。 
 

ア 総合相談の実施 

（ア）コーディネータの配置       ５名 

（イ）相談件数         １，２１５件 

 
  イ 医療関連セミナーの開催  ４回開催 

（ア）医療機器開発支援セミナー                 ７４名 

（イ）医療機器開発支援セミナー（第２回）            ５６名 

（ウ）第１回先端医療手術機器研究会               ４２名 

（エ）第２回先端医療手術機器研究会               ７１名 

 

ウ 展示会・学会への出展支援 

（ア）第１５回医療の質･安全学会学術集会                 １社 

（イ）第１回日本フットケア・足病医学会年次学術集会         ２社 

（ウ）第３５回東日本手外科研究会                 １社 

（エ）第３３回日本内視鏡外科学会総会               １社 

（オ）最先端科学・分析システム＆ソリューション展「JASIS2020」   １社 

  （カ）オンライン彩の国ビジネスアリーナ              ５社 

 

エ マッチング機会の提供 

  「医療機関」（ニーズ）、「ものづくり企業」（開発）、「製販企業」（マーケティング）の三者の 

連携による「売れる」医療機器の開発を支援した。 

（ア）臨床工学技士会ニーズマッチング         ６９名 

（イ）ニーズマッチング in 埼玉医科大学病院       ３７名 

（ウ）ニーズマッチング in 埼玉県立がんセンター     ９２名 

（エ）埼玉医療機器等製品事例成果発表会        ９２名 

 

③ 新エネルギープロジェクト推進事業 
県内中小企業と住宅メーカー、大学等との連携による地域エネルギーマネジメント用創エネ・

省エネ・蓄エネの製品・技術の研究開発の支援及び新エネルギー分野で開発した技術・製品の販
路開拓を支援した。 

 

 



ア 総合相談の実施 

（ア）コーディネータの配置           ４名 

（イ）相談件数               ５６８件 

 

イ 新エネルギー関連セミナーの開催 

（ア）新エネルギー分野参入支援セミナー    ５８名 

 

ウ 展示会への出展支援 

（ア）オンライン彩の国ビジネスアリーナ   ７テーマ    

（イ）スマートグリッドＥＸＰＯ       ４テーマ 

 

エ ＣＥＭＳ事業参入に向けた研究会 

（ア）地中熱地域面的活用システムの開発     ３回 

（イ）高効率マルチ出力システムの開発      ３回 

（ウ）温熱環境最適制御システムの開発      ３回 

（エ）省エネルギー・未利用エネルギーのデマンド制御システムの開発   ３回 

 

④ ロボットプロジェクト推進事業 
成長が見込まれるロボット分野における新たな技術の研究開発や実用化・製品化を支援した。 

 

ア 総合相談の実施 

（ア）コーディネータ等の配置       ２名 

（イ）相談件数            ３０８件 
 

イ ロボット関連セミナーの開催 

（ア）ロボット産業参入ガイドセミナー       ４８名 

（イ）農業ロボット参入ガイドセミナー       ４３名 

  （ウ）ロボットアーム・ハンド参入ガイドセミナー   ３７名 

  （エ）ロボット×要素技術 ロボット入門セミナー   ５３名 

 

ウ マッチング機会の提供 

最先端のロボット関連技術シーズと企業のものづくり技術とのマッチングを通じて、県内企 

業のロボット産業への参入を支援した。 

（ア）農業ロボットＷＥＢ商談会          １１名 

（イ）ロボットアーム・ハンドＷＥＢ商談会     １２名 

 

エ 社会課題解決型オープンイノベーション支援事業の実施 

（ア）ＡＩ・ロボットを活用したプロジェクトの実証実験  ３テーマ 

 

⑤ 先端素材プロジェクト推進事業 
今後様々な応用製品が期待される先端素材分野の研究開発、展示会出展等を支援した。 

 

ア 総合相談の実施 

（ア）コーディネータ等の配置        ３名 

（イ）相談件数             ２３０件 
 

 

 



イ 先端素材関連セミナーの開催 

県内産業の参入促進を目的とし、製品の応用展開が望める先端素材について紹介する導入 

セミナーを開催した。 

（ア）先端素材導入セミナー            ５４名 

（イ）セルロースナノファイバー実用化セミナー①  ４８名 

（ウ）セルロースナノファイバー実用化セミナー②  ３４名 

（エ）セルロースナノファイバー実用化セミナー③  ４７名 

 

ウ 展示会への出展支援 

（ア）第６回材料 WEEK 材料シンポジウム        ２社 

（イ）高機能プラスチック展             ６社 

（ウ）nanotech2021                 ２社 

 

エ 先端素材製品開発研究会の開催 

（ア）分科会①スピーカー    ４回 

（イ）分科会②車載部品     ４回 

（ウ）成果発表会        １回 

 

⑥ 航空・宇宙産業への参入支援事業 

ア 総合相談の実施 

（ア）コーディネータ等の配置   ３名 

（イ）相談件数        １１４件 

 

イ 航空機関連セミナーの開催 

    航空機産業への参入を促進するために、技術動向や参入に関するセミナーなどを実施した。 

（ア）航空機産業参入研究会    ３回 

 

ウ マッチング機会の提供 

航空機産業への参入を促進するために、販路開拓につながる国内外の展示会への出展を支援

したほか、航空機メーカー等とのマッチングを実施した。 

（ア）オンライン彩の国ビジネスアリーナ    １１社 

（イ）海外バイヤー招聘（オンライン）     １１社（１２件） 

 

エ 航空機関連資格取得支援 

航空機部品を製造する際に必要な国際的な認証資格（ＪＩＳＱ９１００、Ｎａｄｃａｐ）の 

取得を促進した。 

  ＪＩＳＱ９１００認証取得助成金交付          １社 

 

オ 人材育成補助金                     

  航空機産業にかかる人材を育成するためのセミナー、講習会への受講料を補助し、航空機産 

業に従事する県内企業の人材育成を支援した。       ４社 ９件 

 

 



（２）中小企業ＡＩ・ＩｏＴ活用支援 

県内ものづくり企業等のＡＩ、ＩｏＴ活用相談に応じるためコーディネータを配置すると 

ともに、最新情報及び活用事例を紹介するセミナー等を実施した。 

   

① ＡＩ、ＩｏＴ活用に向けた支援 
 ア 総合相談の実施 

 （ア）ＡＩ、ＩｏＴコーディネータの配置   ３名 

（イ）相談件数             ３２６件 

 

  イ ＡＩ活用事例の発信 

ＡＩの活用・導入に関する動画を作成し周知した。 

 

ウ 埼玉県ＡＩ・ＩｏＴコンソーシアムの推進 

（ア）フォーラム              ２回 

（イ）ＡＩ・ＩｏＴツール展示会       １回 

 

エ ものづくりＡＩ・ＩｏＴ化支援 

（ア）シングルボードコンピュータ活用研修  ５回 

 

  オ ＡＩ・ＩｏＴ普及セミナーの開催 

ＡＩ・ＩｏＴに関する最新技術動向や活用事例を紹介するセミナーを開催した（WEB 配信）。 

開 催 日 テーマ 参加者数 

 ４月 ９日 「令和 2 年度公社 AI・IoT 活用支援事業紹介」 １２６人 

 ７月 ８日 

「AI･IoT を活用した光学ガラスレンズの検査システムの構築」 

「鋳肌目視検査を AI 画像検査に置き換え、不具合見逃しによる 

無駄費用の削減」 

４８人 

 ９月１１日 

「令和元年度オーダーメイド型 AI 研修を体験して見えてきた 

New Normal 時代の製造業を支える AI 外観検査」 

「画像認識 AI を利用したクラッド材の自動目視検査システム」 

７０人 

１２月１０日 
「データを活用した新たな機械加工に挑戦！！」「オープンソース

で始めるボトムアップ型スマートファクトリーの提案」 
６５人 

 １月２５日 
「新時代に向けたデジタルシフトの実践」 

「経済産業省のデジタル化支援施策について」 
１６９人 

 ３月 ５日 
「製造現場での AI･IoT 活用～内作アジャイル開発で変わる生産現

場～」「AI による機器の遠隔自動制御の威力・製造業 DX」 
４７人 

 

カ 北部地域連携ＡＩ・ＩｏＴ普及セミナーの開催 

本庄早稲田国際リサーチパークと連携しＡＩ・ＩｏＴに関するセミナーを開催した。 

開 催 日 テーマ 参加者数 

１１月１２日 「信頼性の高い AI 開発とこれからのリモート解析・スマート運用」 ６９人 

１２月１０日 「ＡＩ・ＩｏＴ新時代の環境ソリューション開発」 ２７人 

 ２月１８日 「次世代モビリティの社会実装に向けて」 ３４人 

 ３月 ２日 「中小企業における AI の今後の展望と活用」 ２１人 

 



キ ＡＩ・ＩｏＴ人材育成講座の開催 

中小企業にＡＩ、ＩｏＴを導入する人材を育成する講座を開催した。 

開 催 日 テーマ 参加者数 

８月２６日～３月３日 オーダーメイド型ＡＩ・ＩｏＴ研修 ４社 

８月２７日～２月９日 
ＡＩ・ＩｏＴ人材育成研修（技術者養成コース） 

【１８日間】 
２３人 

１２月９日～３月１０日 
ＡＩ・ＩｏＴ人材育成研修（先端技術視察コース） 

【３日間】 
３０人 

１２月１０日、１１日 
ＡＩ・ＩｏＴ導入実践研修①（導入担当者向け） 

【２日間】 
９人 

３月 

４、５、１５、１６日 

ＡＩ・ＩｏＴ導入実践研修②（導入担当者向け） 

【４日間】 
１０人 

 

② スマート工場化支援（ＡＩ、ＩｏＴ、ロボットシステム導入トライアル補助金） 
ＡＩ、ＩｏＴ、ロボットシステムの導入を促進するため、構築経費の一部を補助した。 

  ア 交付件数          ９件 

  イ 交付額  ２９，３８１，３９３円 

 
 
（３）産学連携支援 

県内中小企業の新製品・新技術開発、新規産業への参入促進、技術競争力の強化を図るため、

「産学連携支援センター埼玉」を運営し、中小企業からの産学連携相談、大学・研究機関とのマ

ッチング、競争的資金の獲得など、産学連携に係る総合的支援を実施した。 

 
① 産学連携相談等の実施 

「産学連携支援センター埼玉」にコーディネータを配置し、県内中小企業からの産学連携相談

に応じるとともに、大学・研究機関とのマッチング、共同研究体の形成や競争的資金の獲得など

の支援を実施した。また、産学連携ネットワークマネージャーを配置し、大学等の有望な技術シ

ーズの開拓などを実施した。 

内  容 実  績 

産学連携相談件数 １，１０５件 

マッチング支援数 ２０５件 

産学共同研究取組支援数 ４６件 

競争的資金獲得支援数 
５０件 

（うち獲得件数２７件） 

 
② 産学連携支援ネットワーク事業 

県内で産学連携に取り組む機関で構成する埼玉県産学連携支援ネットワーク会議を運営し、情

報交換や県内中小企業を対象とした技術シーズ発表会を実施した。 

開 催 日 テーマ 内    容 参加者数 

７月１４日 

第１回 

産学連携支援

ネットワーク

会議「総会」 

※コロナ禍に伴い、書面報告に変更 

・令和元年度事業報告 

・令和２年度事業計画 

・構成機関における令和２年度産学連携事

業 

構成機関 

１５大学 

６研究機関 

１０金融機関 

５支援機関 



開 催 日 テーマ 内    容 参加者数 

９月 ９日 

 

動画配信期間 

１回目 

１０月２９日

～１１月６日 

 

２回目 

１月１１日～ 

２月８日 

第１回産学連

携技術シーズ

発表会 

「食ビジネス」 

※リアルとオンラインの融合で実施。 

セミナー終了後、動画を配信。 

【講演１】「大豆粉を利用した健康志向食

品の開発」 

講師：埼玉県産業技術総合センター 

北部研究所担当部長 仲島日出男 氏 

【講演２】「もち性大麦の調理特性と各種調 

理品への活用」 

講師：東洋大学食環境科学部食環境科学科 

准教授 露久保美夏 氏 

【講演３】「竹類からの健康素材の開発」 

講師：東京電機大学理工学部理工学科 

生命科学系教授 椎葉  究 氏 

【講演４】「産学連携事例紹介」 

講師：株式会社ピックルスコーポレーショ

ン研究開発室室長 中西 愛美 氏 

【講演５】「開放特許シーズ紹介」 

講師：森永製菓株式会社研究所  

研究開発戦略部企画グループ 

金井 貴和子 氏 

当日参加 

２７人 

 

動画配信 

３０人 

１１月１７日 

産学連携 

ネットワーク 

幹事会 

１．産学連携技術シーズ発表会の実施状況

及び次年度事業について 

２．大学シーズ発掘ツアーの実施状況及び

次年度事業について 

３．オンライン彩の国ビジネスアリーナに

おける産学連携支援について 

４．運用を計画している産学連携マッチン

グサイトについて 

１１人 

１２月１５日 

 

動画配信 

１月１１日～

２月８日 

第２回産学連

携技術シーズ

発表会 

「センシング

技術と革新的

な製造技術」 

※オンライン開催 

【講演１】「飲料評価用味センサおよび 

においセンサの開発」 

講師：埼玉大学工学部 

准教授 長谷川 有貴 氏 

【講演２】 

「３Ｄプリンタを活用した人工筋肉」 

講師：ものつくり大学技能工芸学部 

教授 松本 宏行 氏 

【講演３】「驚異のナノカーボンエレクト

ロニクスとバイオセンサ応用」 

講師：東洋大学理工学部 

准教授 根岸 良太 氏 

３８人 

 

動画配信 

１９人 

 



開 催 日 テーマ 内    容 参加者数 

  

【講演４】「布上電子回路の高耐久技術」 

講師：国立研究開発法人産業技術総合研究

所研究員  古志 知也 氏 

【講演５】「ブレインコンピュータインター

フェイス」 

講師：芝浦工業大学工学部 

教授 堀江 亮太 氏 

【講演６】「開放特許シーズ紹介」 

講師：株式会社リコー  

知的財産本部ライセンスグループ 

加藤 研也 氏 

 

１月２０日 

第３回産学連

携技術シーズ

発表会 

「超音波技術

と先進的な製

造技術」 

※オンライン開催 

【講演１】「超音波を使って見えないもの

を可視化する技術」 

講師：国立研究開発法人日本原子力研究開

発機構特命嘱託 荒 邦章 氏 

【講演２】「ファインバブルにおける高性

能ノズル開発」 

講師：ものつくり大学技能工芸学部教授  

平井 聖児 氏 

【講演３】「電子機器筐体の隙間から漏洩

する電磁波の遮へい方法」 

講師：東洋大学理工学部准教授 

草間 裕介 氏 

【講演４】「印刷法による大画面ＴＦＴア

レイシートの製造とセンサ応用技術」 

講師：国立研究開発法人産業技術総合研究

所センシングシステム研究センター 

山本 典孝 氏 

【講演５】「開放特許シーズ紹介」 

講師：富士通株式会社知的財産イノベーシ

ョン統括部ビジネス開発部主任 

  田口 有悟 氏 

４０人 

 
③ 産学連携に関する情報提供、交流の促進 

大学・研究機関の技術シーズの展示紹介や産学連携マッチングサイトを開設し、企業とのマ 

ッチングを実施した。また、大学研究シーズ見学会や学連携支援セミナーなど、オンライン上で 

交流の場を提供した。また、メールマガジンによる情報発信を行った。 

 

 

 

 



開 催 日 テーマ 内    容  参加者数 

 １月８日～ 

２月８日 

 

産学連携フェア 

 

出展機関：大学８、研究機関４  

支援機関２ 

大学・研究機関の紹介 

産学連携マッチングサイト開設 

産学連携フェアゾーン 

ページ訪問数１，５１１件 

大学研究機関の紹介 

ページ訪問数  ４７０件 

産学連携マッチングサイ

トページ訪問数 ３８８件 

１１月２６日 

１月２５日 

大学研究シーズ

見学会 

・東京電機大学（１１月２６日）         

・埼玉県立大学（ １月２５日） 

参加者（11/26）３６人 

参加者（ 1/25）３９人 

２月 ３日 
工科系大学・ 

研究機関ツアー 

・ものつくり大学 

・埼玉大学 ・東京電機大学 

・埼玉県産業技術総合センター 

・芝浦工業大学 

ページ訪問数 １５４件 

参加者     ２２人 

１月２９日 

産学連携支援セ

ミナー 

（国の中小企業

施策説明会） 

【講演１】「中小企業等にご活用

頂ける経済産業省の主な支援策

について」 

講師：関東経済産業局地域経済部

地域振興課係長 鈴木崇史 氏 

【講演２】「産総研及び連携制度

の紹介」 

講師：国立研究開発法人産業技術

総合研究所イノベーション推進

本部地域連携部関東地域室室長 

鷹觜利公 氏 

【講演３】「成果展開事業とイチ

オシ知財のご紹介」 

講師：国立研究開発法人日本原子

力研究開発機構研究連携成果展

開部知的財産管理・利用促進課技

術副主幹 諸橋裕子 氏 

参加者     ４３人 

 

産学連携支援メールマガジン 配信回数    １６回 

 
 
（４）知的財産支援  

中小企業等の知的財産の創造・保護・活用を促進して「知的財産立県づくり」を進めるために

「知的財産総合支援センター埼玉」を運営し、知的財産に係る相談業務をワンストップで行った。 

 

① 知的財産の相談支援 

独立行政法人工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）から窓口運営業務を受託し、オンライン

や電話による相談に対応するとともに、新規相談者の普及・啓蒙を行った。専門性の高い相談に

対しては、弁理士・弁護士による専門相談をオンラインで実施した。 

内  容 実  績 

相 談 件 数 
２，７７６件 

（うち専門相談８７件） 



② 知財力向上支援 

コロナ禍で事業環境が変革する中、未来において自社の在りたい姿を構築する知財経営力向上

支援セミナーを開催し、経営デザインシートを活用したワークショップを実施した。また、県内

企業の事業化・製品化支援として、大手メーカーの保有する開放特許を紹介し、マッチング支援

を実施した。 

内  容 実  績 

個別支援件数 
        １８８件 

うち訪問件数 ４８件 

知財経営力向上支援セミナ

ーの開催 

（オンラインでの開催） 

第１回 ７月１０日「コロナの先の価値デザイン」  

当日受講 ７３人 動画配信受講 ９３人 

第２回 ２月１５日「未来を予測し自社の経営力に」 

当日受講 ５２人 動画配信受講 ５人 

経営デザインシート作成 

ワークショップ 

第１回 ７月２０日 

第２回 ７月２７日 

第３回 ８月 ４日（オンライン開催）受講者数 ９社 

開放特許活用支援 

産学連携技術シーズ発表会（年３回）と併せて実施。 

９月 ９日 森永製菓株式会社 

１２月１５日 株式会社リコー  

  １月２０日 富士通株式会社 マッチング件数 ８件 

 

③ 外国出願支援事業 

優れた特許等を有し、かつ、海外において戦略的に活用しようとする県内中小企業に対し、 

弁理士と連携を図り、外国特許庁への出願支援を行った。 

国別の出願状況は、米国８件、中国７件、韓国５件、欧州４件、タイ３件、インド３件、台 

湾２件、ベトナム２件、ロシア２件、香港２件などである。 

支援企業数 内  訳 

１０社 
１２件 

（特許６、商標５件、冒認対策商標１件） 

 

④ その他 

ア 知的財産に関する啓発や知識の向上を目的に、関係機関等と連携して知財経営セミナーを開 

催した。 

開 催 日 内  容 参加者数 共  催 

１月１９日 
「地域ブランドを活用した６次

産業化への仕組み作り」 
２１人 

広域関東圏知的財産戦略本

部（関東経済産業局）、 

特許庁、埼玉県 

 

イ 埼玉県発明協会受託事業 

（一社）埼玉県発明協会と業務委託契約を締結し、「児童生徒発明創意くふう展」をはじめと

した事業に係る業務の一部を実施した。 

 
 
（５）次世代サプライヤー競争力強化事業 

自動車の技術革新に伴う部品開発や新規参入を促進するため「次世代自動車支援センター埼

玉」を運営し、自動車の電動化・軽量化等に伴う技術開発、製造現場の改善、国内外の自動車

メーカー等への販路開拓の促進など総合的な支援を実施した。 

 



① 技術等に関する総合相談 

「次世代自動車支援センター埼玉」にコーディネータを５名配置し、県内自動車関連企業から

の自動車技術に係る相談にワンストップで応じるとともに、大手自動車メーカー及びＴｉｅｒ１

メーカー等への技術マッチング支援まで総合的な支援を実施した。 

内  容 実  績 

技術等に関する相談件数 

技術マッチング件数 

６７９件 

１３１件 

 
② 自動車技術に関する研究開発の支援 
ア 新製品・新技術研究会 

自動車の電動化などに対応した部品開発や、電機関連メーカー等の新規参入を支援するため、

モータやパワーエレクトロニクス、ＣＡＳＥやＭａａＳに関する研究会の開催及びメールマガ

ジンを発行した。 

（ア）モータ・パワエレ・水素エネルギー研究会 

開 催 日 テーマ 参加者数 

９月９日 

「電動化環境における高周波回路技術」－通信やセンシング 

に求められるハーネスの技術–」「「世界のバーチャルエンジ 

ニアリング実態と日本の課題」-ＩＴ／Ｄｉｇｉｔａｌ技術 

「駆使」の開発とものづくり- ポストコロナのリモートワ 

ーク化を見据えて」 

３１人 

１１月１１日 
「小型低損失モータの開発」「小型２モータハイブリッド車

向けパワーコントロールユニットの開発」 
４９人 

２月１６日 
「新型ミライのＦＣシステム開発」 

「２０５０年に向けて水素社会が目指すもの」 
５６人 

 

（イ）ＣＡＳＥ研究会 

開 催 日 テーマ 参加者数 

６月３日 
「自動運転の実用化シナリオと実現技術の現状」 

「ドコモの５Ｇとモビリティの取り組みについて」 
７９人 

１０月２日 
「グリーンスローモビリティの価値と将来展望」 

「“低速電動モビリティ”について」 
３８人 

１１月２７日 
「自動運転の実現に向けた取り組みについて」 

「自動運転バスの実証実験と社会実装に向けて」 
４６人 

２月２６日  
「自動運転技術の最前線 ― 交通事故ゼロ社会を目指して  

―」「コネクテッド・シェアリングの技術動向」 
６３人 

 

イ 技術講演会 

自動車関連産業の最新技術動向や新しいビジネス分野の情報提供として講演会を開催した。 

開 催 日 内  容 参加者数 

７月１４日 

「自動車産業メガトレンドで変化するクルマつくりとビジ 

ネスチャンス」「自動車車体のマルチマテリアル化動向と今 

後求められる技術」 

５１人 

 

 



開 催 日 内  容 参加者数 

１０月２８日 
「ホンダの電動化戦略とエンジンの将来技術進化」 

「電動化とともに進化する内燃機関」 

「自社の新製品・新技術紹介」（３社） 

５３人 

１２月１１日 
「自動車産業を巡る状況と対応の方向性」 
「ＣＥＳ（コンシューマー・エレクトロニクス・ショー） 

２０２０ 視察報告」 
２８人 

１月１４日 
オンライン彩の国ビジネスアリーナ２０２１技術講演会 

「Ｈｏｎｄａ ｅの先進テクノロジー」  
１４２人 

３月 ３日 
「地球環境保全に貢献する自動車の熱マネジメント技術」 

「ＣＡＳＥ時代のキャビン」「自社の新製品・新技術紹介」 
３８人 

 

ウ 車両分解研究会 

最新車両の部品を分解調査解析することで、最新技術や技術動向を察知し、今後の技術開発

戦略や新たなビジネス展開に貢献する車両分解研究会を開催した。 

開 催 日 内  容 参加者数 

  ８月２８日 新型フィット試乗会（場所:埼玉自動車大学校） ５人 

９月１６日 

９月１７日 
発足会・分解立会見学会・講演会（場所：埼玉自動車大学校） 

１２６人 
録画視聴 

３８人 

１０月 １日 
１０月 ２日 

分解部品展示会（場所：埼玉県産業技術総合センター）  ４５人 

３月１５日 新型フィットの分解研究会報告会（ＷＥＢ配信）  ４９人 

 
③ マッチング支援 

大手自動車メーカー及びＴｉｅｒ１メーカー等と新技術・新工法のマッチング会を実施した。 

ア 国内における販路開拓支援 

開 催 日 内  容 実 績 

１月 ８日 
２月 ８日 

オンラインビジネスアリーナ出展支援  １５人 

２月 ４日 ＨＯＮＤＡシーズマッチング会  １２社 

３月１７日 東レメディカルマッチング ５社 

 

 

（６）課題解決に向けた企業間連携支援          

企業同士の連携による新製品開発及び販路開拓等を支援することにより、県内企業の収益性 

の向上を図った。 

 

① 企業間連携の促進 

特定分野でなく広い見識を持ったコーディネータを新たに設置し、設定したテーマに基づいた



交流会を開催した。 

ア コーディネータの配置   ５名 

 

② 企業間連携グループの組成・研究活動支援 
コーディネータが中心となり、複数企業の技術力で課題に対応できる企業間連携グループを 

６チーム組成し、試作品等開発及び開発した新製品等の販路開拓を支援した。 

 

ア 研究会の開催 

（ア）クールシステムの開発               ３回 

（イ）新型グリース阻集器の開発             ２回 

（ウ）山崩れ事前予知通信システムの開発         １回 

（エ）棟瓦先組み工法の開発               ０回（個別支援を実施） 

（オ）AI 省電力ワイヤレス故障予知診断システムの開発   ４回 

（カ）一食分簡便調理ごはんセットの開発         ４回 

 

 

５ 人材育成・情報支援 
 
（１）人材育成 

① 研修 

中小企業を対象とした研修機関として、経営環境の変化に対応できる人材の育成を目的に、

新入社員から経営幹部までの各層に合わせた総合力強化研修や生産性向上研修などを１２５

回実施した。 

新型コロナウイルスの感染拡大による令和２年４月の緊急事態宣言発令、令和３年１月の再

発令の影響で令和２年度は計６４回の研修を中止にした。なお、中止による中小企業の人材育

成計画の影響を考慮して、ISO9000・14000 基礎、生産管理や現場改善基礎など１８講座を追加

開催した。 

集合研修では定員を大幅に減らし徹底した感染防止対策を行った一方で、新たに WEB 研修を

２５回実施するなどテレワーク等の受講ニーズに速やかに対応した。 

 

研修受講者数と開催回数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※オーダーメイド出前研修及び通信教育を除く 



ア 総合力強化研修 

（ア）新入社員・若手社員研修 

新入・若手社員を対象に、社会人としての心構えを再確認し、仕事への取り組み方、職場

の人間関係、自己啓発の進め方、入社後から今までの振り返り等を通して、積極的かつ自律

的に仕事に取り組めるようになる研修を７回開催した。 

４月の新入社員研修を受講できなかった企業（１７５社・４４７名）を対象に YouTube

での限定公開機能を活用して、無料オンライン配信を実施した。 

配信期間：４月１５日から６月３０日 

視聴回数：延べ１，０４１回 

 

（イ）中堅社員研修 

中堅社員を対象に、仕事の管理、問題解決、リーダーシップ、現場力・組織力を高めるス

キル、部下や上司とのコミュニケーション力、コーチングテクニックなどの問題解決のため

のスキルや心構えを学び、その果たすべき役割と責任を認識させて能力向上につながる研修

を１１回開催した。 

 

（ウ）管理者研修 

新任管理監督者及び管理監督者を対象に、管理監督者として必要な知識・役割、リーダー

シップと部下の育成等について、事例演習を通してマネジメント力を習得する研修を４回開

催した。 

  

イ 生産力向上研修 

生産現場における効率化や品質向上、設備保全・安全作業などの基礎的なスキルを習得する

研修を２５回開催した。 

 

ウ 実務スキル向上研修 

業種業態にかかわらず実務のスキルアップに役立つ知識や技法を習得する研修を３９回開

催した。 

 

エ 機械実技訓練研修 

中小企業の製造現場で働く若手社員を対象に、県立高等技術専門校と連携して旋盤・フライ

ス盤・マシニングセンタなどの生産設備の基本的な使い方や、設計図の見方・作り方、材料の

生かし方など、生産設備の基本を学ぶ技能研修を１８回開催した。 

 

オ 地域密着研修 

川越・熊谷・草加の３地域において、人気の高い５Ｓや契約書とコンプライアンス、測定の

役割や測定機器の基礎知識を学ぶ測定基礎に関する研修を９回開催した。 

 

カ コンパクト研修 

忙しい営業部門や管理職・経営者にも受講しやすいように、カリキュラムをコンパクトにま

とめた研修（３時間）を１１回開催した。 

   

キ プレミアム研修 

    外国人労働者との効果的なコミュニケーション法や指導法について講義と現場見学をセッ

トにした研修を１回開催した。 

 

ク 特別研修 

（ア）オーダーメイド研修 

個別企業のニーズに合わせた研修カリキュラムを設計し実施する企業訪問型の研修を 

１１回（１５日間：延べ受講者２７５名）開催した。 



  （イ）通信教育 

社員の自己啓発及び業務遂行能力の向上を図る通信教育を（株）日本能率協会マネジメン

トセンターと提携して実施し、３１名が受講した。 

 

令和２年度 研修実施実績 

分  類  回数（回） 総日数（日） 受講者数（人） 

一 

 

 

般 

 

 

研 

 

 

修 

 

 

総合力強化 

研修 

新入社員・ 

若手社員研修 
７ １２ ７７ 

中堅社員研修 １１ １９ １４４ 

管理者研修 ４ ９ ４６ 

（小 計） ２２ ４０ ２６７ 

生産力向上 

研修 

生産管理 ６ １０ ７８ 

現場改善 ７ １１ ７６ 

品質管理 ９ １３ ８５ 

設備保全・購買 ３ ５ ３７ 

（小 計） ２５ ３９ ２７６ 

実務スキル 

向上研修 

ＩＳＯ １０ ２５ １２７ 

企業会計 ６ ７ １１１ 

技法習得 ６ ７ ８０ 

人事・労務 ２ ３ ２０ 

営業力強化 ３ ３ ３９ 

効率化 ５ ６ ６０ 

組織活性化 ７ ７ ７５ 

（小 計） ３９ ５８ ５１２ 

機械実技訓練研修 １８ ４９ １１７ 

地域密着研修 ９ ９ ９４ 

コンパクト研修 １１ １１ １１２ 

プレミアム研修 １ １ ４ 

一般研修 合計 １２５ ２０７ １，３８２ 

特研  

別修 

オーダーメイド研修 １１ １５ ２７５ 

通信教育 － － ３１ 

特別研修 合計 １１ １５ ３０６ 

合  計 １３６ ２２２ １，６８８ 

 
 
 
 



② 明日を担うものづくり人材育成事業 

埼玉県教育局等と連携を図りながら、将来のものづくりを担う人材の育成を図る計画であった

が、新型コロナウイルス感染症の影響により、埼玉県産業教育フェアは参集型から WEB 開催に

変更となり、高校生ものづくりコンテストは中止となった。 

 

 

（２）情報支援・ＩＣＴ活用サポート 
① 中小企業情報提供事業 

中小企業が直面している様々な経営課題などに関する情報等を収集・分析・加工し、情報誌や

メルマガ、企業のデジタル化ニーズにマッチした会員優待セミナー等で迅速に提供した。 

   

ア 月刊情報誌の発行 

公社事業を広く紹介するのをはじめ、県内の企業紹介や法律、税制、国際化など経営に役立

つ情報を幅広く、タイムリーに提供した。  

    情報誌「アクセス埼玉」の発行 １２回 

（Ａ４判２０ページ ３，０００部発行） 

 

イ アクセス埼玉文庫の発行 

「現場改善 ムダ取りの基本」シリーズ１～５巻を合計９８冊頒布した。 

 

ウ 企業経営座談会の開催 

開催日 内   容 

１１月３０日 

テーマ：「ニューノーマル時代の働き方改革」 

出席者：株式会社エイブルフソー 代表取締役    西川 英寿 様 

関東食糧株式会社 代表取締役社長執行役員 臼田真一朗 様 

フジテック株式会社 代表取締役社長    藤田 昭一 様  

司 会：公益財団法人埼玉県産業振興公社 理事長  神田 文男  

掲載月：アクセス埼玉 令和３年１月号 

 

エ 賞与予測調査の実施  

県内中小製造業を対象とした賞与予測調査を実施し、その結果を公表するとともに経営情報

として提供した。 

事 業 名 実  績 概  要 

賞与予測調査の実施 ２回 
製造業 ２，０００社対象  

有効回答率 夏季１９．２％ 

      冬季２１．１％ 

 

オ 会員優待セミナーの開催 

公社会員サービスの一環として、企業のデジタル化ニーズや話題の最新情報、中小企業の経

営課題にスポットを当てたセミナーを WEB で７回６テーマ実施した。 

開催日 テーマ 参加者数 

９月４日・１６日 withコロナで到来したビジネスチャンス ２２人 

 ９月２５日 WEBサイト活用セミナー ３９人 

１１月２５日 工場の原価と利益の構造を理解する研修 １１６人 

 １月 ８日 
中小・ベンチャー企業のための「テレワーク時代の営業改 

革」～オンライン営業とは～ 
７０人 



開催日 テ ー マ 参加者数 

 １月１３日 スマートフォンで動画制作セミナー ８２人 

 １月２２日 「脱・昭和」のリーダー養成セミナー １９人 

 

カ 特別 WEB セミナーの開催 

コロナ禍により多くの企業で働き方の見直しを余儀なくされテレワーク化が進み、コミュニ

ケーションツールとしてよく活用されている WEB 会議の導入の仕方や活用方法、テレワークで

のストレス対処法、手軽な DX への取組などにスポットを当てたセミナーを WEB にて５回実施

した。 

開催日 テーマ 参加者数 

５月２０日 ゼロから始めるWEB会議 ～中小企業でも簡単導入～【超入門】 ２５人 

５月２８日 Zoomの使い方がわかるWEBセミナー【実践編】 ２８人 

６月１０日 
コロナ疲れもやわらぐストレス対処セミナー 

【リラクゼーション編】 
２０人 

７月 ７日 中小企業こそ積極的に活用を！動画活用入門セミナー ２３人 

７月３０日 WEB会議ノウハウ習得セミナー ４０人 

 

キ 公社会員等交流事業 

企業経営に役立つ情報の提供および公社会員企業相互の交流と企業間ネットワークづくりを 

促進するため、公社会員交流として「公社会員特別講演会＆オンライン交流」を実施し、経営

者、後継者、経営幹部が一堂に会する講演会及び情報交換会を実施した。 

  内  容 参加者数 

公社会員 
交流 

セミナー 
１月２５日 

テーマ：ニューノーマル時代に求められる企業のあり

方とは？ 

講 師：京セラコミュニケーションシステム株式会社 

コンサルティング事業本部 教育編集部 

責任者  田中 隆章 氏 

５６人 

WEB交流 
１月２５日
～２月８日 

オンライン交流（特別講演会受講者限定） 

 特設ページを開設して実施する。 

・企業交流   ２５社（うち新規会員４社） 

・企業PR動画 １０社 

２８社 

 

   公社会員数の推移                                     （単位：社） 

 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 ２年度 

公社会員数 １，３７７ １，４１３ １，４１７ １，４２５ １，３７８ 

 

（令和２年度における入退会の状況） 

  新規入会   退会  会員数増 

４１ ８８ ▲４７ 



ク ＤＶＤ・ビデオソフトの貸出 

経営や技術、人材教育などに関するＤＶＤ・ビデオソフト等を整備し、延べ１７１社・  

５８２本の貸出サービスを行った。 

 

② ＩＣＴ活用サポート事業 

中小企業の情報化を促進するため、ＩＣＴコンサルティングや地域連携ＩＣＴセミナー、ビ

ジネスソフトのＩＣＴスキルアップ研修等を実施した。 

 

ア ＩＣＴコンサルティング事業 

県内中小企業をＩＴ専門家とともに訪問し、ＳＮＳを活用した会社の認知度向上をテーマに

１社（延べ３回）のコンサルティングを実施した。 

 

イ 地域連携ＩＣＴセミナー事業 

  商工団体と連携してＩＴセミナーを２回実施した。 

開催日 テーマ 参加者数 共催 

２月２４日 
withコロナで到来したビジネスチャンス

（WEBに変更して開催） 
８人 春日部商工会議所 

 ３月１８日 
仕事に役立つ！簡単イラスト活用術セミ

ナー（WEB と集合のハイブリッド） 
３５人 蕨商工会議所 

 

ウ ＩＣＴスキルアップ研修 

利用頻度の高いビジネスソフト（表計算・プレゼンテーション・データベース）やインタ

ーネットを有効活用するための講座を２４テーマ、４０回開催した。 

講  座  名 回数 受講者数 

エクセル関連（８テーマ） １８回 １５２人 

 パワーポイント（２テーマ）   ２回  １３人 

 アクセスデータベース（２テーマ）   ３回  ２８人 

 ホームページ作成関連（５テーマ）   ７回  ６４人 

 デザインソフト関連（２テーマ）   ３回   １６人 

業務効率化＆営業力アップ関連（３テーマ）   ３回   ２５人 

コンパクト（４テーマ）   ４回   ３４人 

合  計 ４０回 ３３２人 

 

エ バックリンク支援事業 

公社ホームページにバックリンク専用サイトを構築し、中小企業のホームページのＳＥＯ対

策を支援した。 

リンク企業数 １，１４９社 

 

③ 公社内ＩＣＴ管理事業 

ア 公社内ＩＣＴ管理 

テレワーク環境の構築、大宮事務所と北与野事務所間のネットワーク、公社共通企業データ

ベースやグループウェア（サイボウズ）の管理・運用により、公社内の情報共有を推進した。 

 

イ インターネット情報提供 

公社実施事業をより積極的にＰＲするとともに企業経営に役立つ情報の提供に努めた。  



公社ホームページ アクセス数１，０５７，０８７件／年 

公社メールニュース 配信回数２４回（毎月２回）  登録者数４，６９９人 

 

 

６ その他 
 
① 投資育成事業   

平成１６年度に統合した（財）埼玉県創造的企業投資育成財団（ＳＡＦＩＣ(サフィック)）の

事業を引き継いで実施しており、ベンチャー企業投資育成事業の投資先企業２社に対して経営支

援を行った。 

 

ア 投資先企業等への支援 

事 業 名 実  績 概  要 

フォローアップ事業   １４回 
ベンチャー企業１４回 

個別訪問等によるフォローアップを実施 

 

② その他 
ア 職員の能力開発   

公社職員の専門能力の向上を図るため、各種専門研修や公社実施の研修講座への参加を促し

た。 

 
イ 公社管理運営 

業務改善の横展開を図るとともに、公社職員の業務改善の意識を高めるため、業務改善研修 

を開催した。併せて、職員の健康増進を図り職場活性化に繋げるため、ストレス対処セミナー

及びメンタルヘルスケア研修を開催した。 

また、新型コロナウイルス対応として、新型コロナウイルス感染症業務対応マニュアル（Ｂ 

ＣＰ）を作成し、感染拡大防止策を実施した。 

 

ウ 貸与事後処理 

設備貸与事業の償却債権について、債務者又は連帯保証人に対して電話又は訪問による継続

的な督促を行って回収に努めた。 


